
服用のポイント

大切な注意事項
お薬の服用について

● 事前に主治医にご相談ください。
● タイケルブを服用中であることを必ず伝えてください。

他の診療科、病院を受診するとき

服用前のチェックリスト

タイケルブ®（ラパチニブ）について

次の方はタイケルブを飲むことができません。
□ タイケルブを飲んでアレルギー症状が出たことがある方
□ 妊娠している方または妊娠している可能性のある方
□ 妊娠を希望される方

● タイケルブはHER2陽性乳癌治療のお薬です。
● カペシタビン（ゼローダ®）というお薬もあわせて服用します。

■
■
■
■
■

次の方はタイケルブ服用の際に注意が必要です。
□ 肝機能障害のある方
□ 間質性肺疾患またはその既往歴のある方
□ 心不全症状またはその既往歴のある方
□ 心機能に問題のある方
□ 授乳中の方

監修：国立病院機構大阪医療センター 外科・乳腺外科　増田 慎三 先生

　 他のお薬を服用するとき
　  　 必ず事前に医師・薬剤師にご相談ください。

タイケルブには一緒に服用しないほうがよいお薬がいくつかあります。

　 以前に処方されたタイケルブが残っているとき
　  　 ご自分で勝手に飲み始めないようにしてください。



1日の服用スケジュールお薬の飲み方

継続的服用スケジュールお薬の飲み方

タイケルブ

カペシタビン （ゼローダ®）

1日1回5錠、食事の前後1時間以内を避けて服用してください。
ご自分で都合のよい服用時間を決めて、毎日その時間に飲むように
しましょう。

決められた量を1日2回、 朝夕の食後30分以内に服用してください。

食 事1時間前 1時間後2時間前 2時間後

1日分のお薬は
これだけですタイケルブ錠

（実物大）

タイケルブ

カペシタビン

1週間 2週間 3週間

7日間休薬

1日1回 毎日服用 繰り返す

1日2回 14日間服用 繰り返す

服用



お薬の飲み方の例
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タイケルブの1日の服用量は、1回で飲んでください。
　　分割して飲まないようにしてください。

朝と夜に2錠と3錠に分けて飲むなどはしないでください。

タイケルブは錠剤のまま飲んでください。
　　錠剤を砕く、割る、水やぬるま湯に溶かすなどはしないでください。

お薬を飲み忘れてしまったときは
　　そのままとばして次の回から飲んでください。
　　決して2回分を一度に飲まないでください。

間違えて一度にたくさん飲んでしまったときは
　　すぐに医師・薬剤師に相談してください。

グレープフルーツ、グレープフルーツジュース、
セイヨウオトギリソウ（セント・ジョーンズ・ワート）※は控えてください。
　　タイケルブの効果に影響を及ぼすおそれがあります。

※：セイヨウオトギリソウはハーブの一種で、抗うつ作用のあるサプリメントとして薬局などで売られています。

服用上の注意点



次のような症状に気をつけてください

 次のような症状があらわれたら、お薬の服用を中止して、
すぐに主治医に連絡してください

間質性肺疾患、または心機能低下の可能性があります

息切れ、呼吸困難、咳、発熱、むくみなど1

 これ以外でも何か気になる症状があらわれたときは、主治医や薬剤師に相談してください。

次のような症状があらわれたら、早めに主治医に連絡してください

● 1日の排便回数が通常時より4回以上増えた
● 吐き気、嘔吐がおさまらない
● 食欲がなく、全身がだるい
● ひどい口内炎で食事が困難、水分も摂りにくい
● 全身の疲労感があり、日常の生活でもつらい
● 全身に発疹ができた
● 発疹がかゆくてがまんできない
● 手や足（かかとなど）の赤み、腫れ、ひび割れ、痛み
● 爪の周囲の腫れ、痛み、熱感など

脱水症状をきたす恐れがあります

水のような下痢が続く、くり返す2

手足症候群の可能性があります

手足の皮膚の赤い腫れ、ひどい痛み3



副作用と注意点

下 痢
吐き気、嘔吐、食欲不振
口内炎
全身の疲労感
発 疹
手足の皮膚炎、皮膚の乾燥、爪・爪周囲の変化

● 主治医から処方されている
　下痢止めのお薬を服用してください。
● 下痢止めを飲んでも症状が
　おさまらなかったら、主治医に
　連絡してください。

日常生活の注意点

● アルコールの入っていない保湿クリームを
　塗って皮膚の乾燥を防ぐようにしましょう。 
　（例 ； ワセリンなど）

● SPF30以上の、紫外線予防効果の
   高い日焼け止めを顔や手足などに使い、
   紫外線による刺激を避けるようにしましょう。

 その他の注意点は「タイケルブ®（ラパチニブ）を服用される方へ」を参考にしてください。

下痢になったら

このような副作用があらわれることがあります
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